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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに平行に延びる山部と谷部とが交互に形成された折版を用いて屋根が構成され、折
版の隣り合う山部間に跨って、谷部に沿って長尺な補強部材が設けられ、折版の隣り合う
山部間に谷部を経由して構成される折版の凹部と、前記補強部材により、断面が閉じた形
状の梁型に形成される折版屋根の補強構造であって、
　前記折版の山部の頂部の両側には水平方向に膨出させた嵌合部が設けられており、前記
補強部材の両側にそれぞれ形成される折り曲げ部とそれに対峙させる押さえプレートとを
締め付けることによって前記嵌合部を両側より挟み込むことで前記補強部材が折版に対し
移動しないように固定されていることを特徴とする折版屋根の補強構造。
【請求項２】
　前記補強部材が折版山部より上部に突出した構成になっていることを特徴とする請求項
１記載の折版屋根の補強構造。
【請求項３】
　前記補強部材がソーラーパネルの設置部分に合わせて配置されることを特徴とする請求
項１又は請求項２記載の折版屋根の補強構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建物の屋根構造として、折版を使用した折版屋根を用いた場合の折版屋根の
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補強構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、屋根部材として用いられている折版は、屋根梁の上側に固定されているタイト
フレームに対し、嵌合されることにより固定されている。そして、その折版屋根のたわみ
防止の補強構造としては、通常はこのタイトフレームの数を増やすことで対応している。
また、他の方法としては、例えば特許文献１のような折版上の床構造を兼ねたものが提案
されている。特許文献１の発明では、折版の山部間に補強材を設置し、その補強材が山部
間を跨る平板部と、平板部から下方に垂れた垂直片と、折版山部の膨出部に係合させる脚
部により構成されている。この補強部材により折版のたわみ等の変形が防止されている。
【特許文献１】特許第２６４４３２５号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、タイトフレームの数を増やすことによる補強方法では、増築時などで折
版屋根の補強が必要になった場合などには、折版屋根を一度外し、タイトフレームを支持
する屋根補強梁等を取り付けして、その上にタイトフレームを設置して、再び折版屋根を
設置する必要があるため、対応しにくい。
【０００４】
　また、上記特許文献１ような従来技術においては、補強部材と折版との固定が、脚部を
折版山部の膨出部に係合することだけの固定であるため、補強部材が折版から離れて移動
する場合がある。つまり、図５に示す模式図のように補強部材Ｄと折版Ｅのたわみ量が異
なり別々の動きをし、折版の長尺方向に補強部材が滑り、一体とならず折版Ｅのたわみ等
の変形を許容することになる。また、山部の膨出部間の間隔が脚部により押されて折版の
繰り返し方向に拡がり、折版の繰り返し方向へのたわみ等の変形を許容することになる。
したがって、床構造のような連続した配置を行い、補強部材の移動を拘束する必要がある
。しかし、床構造を必要としない場合や部分的補強が必要な場合には、非効率的である。
よって、本発明の課題は、単独で補強材を設けても折版屋根のたわみ等の変形を防止する
ことが可能な折版屋根の補強構造を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１記載の発明は、互いに平行に延びる山部と谷部とが交互に形成された折版を用
いて屋根が構成され、折版の隣り合う山部間に跨って、谷部に沿って長尺な補強部材が設
けられ、折版の隣り合う山部間に谷部を経由して構成される折版の凹部と、前記補強部材
により、断面が閉じた形状の梁型に形成され、補強部材が折版に対し移動しないように固
定されていることを特徴とする折版屋根の補強構造である。
【０００６】
　補強部材の材質としては、鋼製、樹脂製、ステンレス製等の使用が可能であるが、強度
と耐候製等を考慮すると鋼製やステンレス製とすることが好ましい。
【０００７】
折版の凹部と、前記補強部材により形成される梁型については、折版の凹部と、前記補強
部材で囲まれた空間が閉じた断面になった梁型であればよい。つまり、ロの字型、円形、
多角形等の形状とすることができる。また、梁型の一部に凹凸のある形状であってもよい
。
【０００８】
補強部材と折版との固定は、図５のような補強部材と折版が一体とならず、折版の変形を
許容するような固定手段とならないように、補強部材が折版に対し移動しないように固定
された状態になっている。
【０００９】
　請求項１記載の構成によると、補強部材が折版に対し移動しないように固定されている
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ため、折版の長尺方向に補強部材が滑ることがなく、折版の長尺方向への変形に対し、補
強部材と折版の凹部が一体となって抵抗できる。よって、折版の長尺方向の変形を許容し
ない。また、折版の繰り返し方向についても、補強部材が折版に対し移動しないように固
定されていることにより、山部の間隔が拘束されているので、折版の繰り返し方向への拡
がりに対し抵抗でき、折版の繰り返し方向への変形を許容しない。
【００１０】
　つまり、補強部材が折版に対し移動しないように固定されているため、補強部材と折版
の凹部が一体となり、補強部材と折版の凹部で囲われることにより閉じた断面に形成され
た梁型が、一般の梁材と同様に機能する。よって、折版の変形に対して抵抗することがで
きる。更に、梁型が閉じた断面となっているため座屈もしにくい。
また、補強部材が折版に対し移動しないように固定されているため、特許文献１のように
連続して補強部材を設ける必要もなく、部分的な補強等にも使用できる。
【００１１】
　また、前記折版の山部の頂部には嵌合部が設けられ、前記補強部材は前記嵌合部を両側
より挟み込むことにより嵌合されて、折版に固定されていることを特徴とするものである
。
【００１２】
折版の山部の頂部に設ける嵌合部としては、例えば山部の頂部の両側に水平方向に膨出さ
せた嵌合部を設けたり、山部の頂部の両下側に凹部を設けて嵌合部を構成する方法が使用
できる。上記のような嵌合部に対し、補強部材を折版の繰り返し方向の両側より挟み込む
ことにより嵌合されることで折版に固定される。
【００１３】
　また、前記補強部材の両側にそれぞれ形成される折り曲げ部とそれに対峙させる押さえ
プレートとを締め付けることによって前記嵌合部を両側より挟み込むことで嵌合させる容
易な構成によって、補強部材が折版に対し移動しないように固定される。また、折版に穴
を開ける必要がないので、雨漏れの心配もない。
【００１４】
　さらに、前記補強部材が折版山部より上部に突出した構成になっていることを特徴とす
るものである。
【００１５】
補強部材を、例えば、略コの字型に構成し、解放した側を下側に向け、折版の凹部に向け
て配置し、コの字の脚の部分で、折版の山部に固定させることにより折版山部より上部に
突出した構成にすることができる。
【００１６】
　このような構成によると、折版の凹部と、前記補強部材により形成される断面が閉じた
形状の梁型の梁背が、折版や補強部材自身よりも高くなるため、断面２次モーメントが大
きくなり、たわみ等の変形が抑制される。
【発明の効果】
【００１７】
　請求項１記載の折版屋根の補強構造によれば、補強部材が折版に対し移動しないように
固定されているため、補強部材と折版の凹部を一体にすることができる。よって、折版の
凹部と、前記補強部材により形成される断面の閉じた形状の梁型により、折版のたわみ等
の変形及び座屈に対して抵抗することができる。また、補強部材と折版の凹部が一体とな
っているため梁型を折版に対して単独で設けた場合であっても折版の変形を防止すること
ができ、折版屋根の部分的な補強ができる。
【００１８】
　また、嵌合するだけの容易な構成によって、補強部材が折版に対し移動しないように固
定させることができる。また、折版に穴を開ける必要がないため雨漏れの心配がない。
【００１９】
　さらに、折版の凹部と、前記補強部材により断面の閉じた形状の梁型の梁背が高くなり
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、断面２次モーメントが大きくなるため、たわみ等の変形が抑制される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明の、折版屋根補強の実施の形態を図１乃至図４に基づいて説明する。
【実施例１】
【００２１】
　実施例１は、本発明の折版屋根の補強構造の実施例であり、図１乃至図４を用いて説明
を行う。図１は本発明の実施例である折版屋根の補強構造の斜視図であり、図２は本発明
の実施例である折版屋根の補強構造の断面図であり、図３は折版屋根にソーラーパネルを
設置する場合に本発明の実施例である折版屋根の補強構造を使用した際の斜視図であり、
図４は本発明の実施例である折版屋根の補強構造の変形例の断面図であり、図５は折版と
補強部材が固定されていない場合の模式図である。
【００２２】
　図１のように、互いに平行に延びる山部１と谷部２とが交互繰り返して形成された折版
３により、建物の屋根が形成されている。なお、折版は厚み０．６ｍｍのステンレス鋼板
となっている。この折版屋根は建物構造体に、図３のＢのようなタイトフレームにより固
定されている。折版の山部１の頂部には、繰り返し方向の両側に約６ｍｍ程度膨出した嵌
合部４が設けられている。
【００２３】
　折版３の隣り合う山部１間には、補強部材５が設けられている。補強部材５は、図１及
び図２のように、平板部５ａと脚部５ｂとから構成された略方形のコの字型形状になって
おり、折版３の谷部２に沿って長尺に構成されている。脚部５ｂには、折版３の山部１の
頂部の嵌合部４の形状に対応するように折り曲げ加工された折り曲げ部５ｃが設けられて
いる。また、補強部材５の折り曲げ部５ｃに対をなす形状の押さえプレート６が補強部材
５の脚部５ｂにビスやボルトで固定可能になされている。なお、補強部材５は折版３を支
持している複数のタイトフレームに架け渡すように配置されている。
【００２４】
　補強部材５は、コの字形状の開放した側を折版の谷部２に対向して配置し、折版３の隣
り合う山部１間に跨るように配置されている。補強部材５の固定は、脚部５ｂの折り曲げ
部５ｃと、押さえプレート６で折版３の嵌合部４を折版の繰り返し側の両側から挟み込む
ようにして嵌合することで固定されている。よって、ビスやボルトによる締め付けで、嵌
合部が強く挟み込まれるため、補強部材５が折版３に対して折版の長尺方向、繰り返し方
向のどちらの方向に対しても移動しないようになされている。
【００２５】
　　この構成によれば、図１（ロ）、図２（二点鎖線内に囲われた部分）のように、折版
３の隣り合う山部１間に谷部２を経由して構成される凹部７と、補強部材５により断面が
閉じた略ロの字形状の梁型８に形成される。この梁型８は、補強部材５が折版３に対して
移動しないようになされていることから、折版３の長尺方向に補強部材５が滑ることがな
く、折版３の長尺方向への変形に対し、補強部材５と折版３の凹部が一体となって抵抗で
きる。よって、折版３の長尺方向の変形を許容しない。また、折版３の繰り返し方向につ
いても、補強部材５が折版３に対し移動しないように固定されていることにより、山部１
の間隔が拘束されているので、折版３の繰り返し方向への拡がりに対し抵抗でき、折版３
の繰り返し方向への変形を許容しない。
【００２６】
　つまり、補強部材５が折版３に対し移動しないように固定されているため、補強部材５
と折版３の凹部が一体となり、補強部材５と折版３の凹部で囲われることにより閉じた断
面に形成された梁型８が、図１（ロ）のようになり、一般の梁材と同様に機能する。よっ
て、折版３の変形に対して抵抗することができる。更に、梁型８が閉じた断面となってい
るため座屈もしにくい。
【００２７】
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　また、梁型８が折版３に対して移動しないようになされていることから、連続して配置
する必要がなく、単独で配置しても効果を得ることができるため、折版屋根の部分的な補
強としても使用することができる。
【００２８】
　つまり、図３のように折版屋根にソーラーパネル９を設置する場合には、通常は折版屋
根の固定しているタイトフレームＢの数を増やすことが一般的であるが、本発明の実施例
１の折版屋根の補強構造Ａを使用すれば、折版屋根の上部でソーラーパネル９を設置部分
に合わせて補強構造Ａを用いることで補強ができる。よって、わざわざ折版屋根を外して
タイトフレームＢや補強梁Ｃ等の補強を行う必要もない。したがって、増築時や部分的な
補強を行う際に有効である。
【００２９】
　また、折版３の山部１に設けた嵌合部４を、補強部材５の折り曲げ部５ｃと押さえプレ
ート６により両側より嵌合するだけの簡易な構成で形成することが可能であるため、施工
が容易である。また、折版に穴をあけることなく補強部材５を固定できるため、雨漏りの
心配をする必要がない。
【００３０】
　また、梁型８は、補強部材５の脚部５ｂにより、折版３の山部１よりも上部に突出した
構成になっている。よって、梁型８の梁背が折版の山部や補強部材自身よりも高くなるた
め、断面２次モーメントが大きくなり、たわみ等の変形が抑制される。
【００３１】
　なお、実施例１では、補強部材５が折版３の山部１よりも上部に突出した構成としたが
、図４のように山部と同程度の高さで構成されたものであっても良い。
【００３２】
　以上、本発明の実施例を説明したが、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、
本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更があっても本発明に含まれるのは勿論である。
【産業上の利用可能性】
【００３３】
　折版を用いた屋根構造において、部分的な補強もできる折版屋根の補強構造として有効
である。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】（イ）本発明の実施例である折版屋根の補強構造の切断斜視図である。　　　　
　 （ロ）本発明の実施例である折版屋根の補強構造の梁型の切断斜視図である。
【図２】本発明の実施例である折版屋根の補強構造の断面図である。
【図３】折版屋根にソーラーパネルを設置する場合に本発明の実施例である折版屋根の補
強構造を使用した際の斜視図である。
【図４】本発明の実施例である折版屋根の補強構造の変形例の断面図である。
【図５】折版と補強部材が固定されていない場合の模式図である。
【符号の説明】
【００３５】
　　Ａ　　　　　補強構造
　　１　　　　　山部
　　２　　　　　谷部
　　３　　　　　折版
　　４　　　　　嵌合部
　　５　　　　　補強部材
　　５ａ　　　　平板部
　　５ｂ　　　　脚部
　　５ｃ　　　　折り曲げ部
　　６　　　　　押さえプレート
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　　７　　　　　凹部
　　８　　　　　梁型
　　９　　　　　ソーラーパネル
　１１　　　　　山部
　１２　　　　　谷部
　１３　　　　　折版
　１４　　　　　嵌合部
　１５　　　　　補強部材
　１６　　　　　押さえプレート
　１７　　　　　凹部
　１８　　　　　梁型

【図１】 【図２】

【図３】
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